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はじめに 

 

本日ここに、令和６年度の一般会計予算をはじめとする各議案のご審議をお願

いするに当たり、私の市政運営に向けての所信の一端と、重点施策の大要につい

て申し上げます。 

 

まずは、本年元日に発生した能登半島地震により、亡くなられた方々のご冥福

をお祈りいたしますとともに、被災された方々に心からお見舞い申し上げます。 

多くの尊い人命や財産が失われ、被災された多くの方々が、未だに日常生活を

取り戻すことができていない状況を目にする度、市政を預かる者として、自然災

害はもとより、様々な危機事象から市民の生命と日常の暮らしを守り抜くことの

大切さを改めて痛感しているところであります。 

現在、被災地が１日も早く復旧・復興できるよう、国を挙げて懸命な支援が行

われております。 

本市も、いち早く消防・医療・上下水道・避難所運営などにおいて、応援職員

を派遣するとともに、避難生活の改善に繋げるため、全国の連携自治体と協働し、

被災地に寄り添う思いを乗せたトイレトレーラーを届けております。 

引き続き、あらゆる分野で、行政のみならず市民や事業者の皆様と共に、でき

る限りの人的・物的支援を行ってまいります。 

 

猛威を振るった新型コロナウイルス感染症は、昨年５月、感染症法上の５類に

移行し、まちのにぎわいや日常が戻ってまいりました。 
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また、コロナ禍を経て、新たな形態での事業やイベントが展開され、本市の更

なる魅力発信に繋がっており、本年の干支である甲辰（きのえたつ）の如く、「成

功という芽が成長し、姿を整えていく」兆しを実感しているところであります。 

  

私は、全ての市民の皆様が生き生きと活躍し、明るい未来に向かって青春を謳

歌できるまち「生涯青春都市」の実現を目指し、本市に関わるあらゆる皆様から

お力添えをいただきながら、本市の未来を拓き、新たな発展に繋げる様々な施策

の実施に邁進しております。 

 

このような中、新年度は、「推
すい

」の文字が持つ、「考えをおしはかる」、「前

に動かし進める」、「後押しする」などの意味を念頭に、物事の状況や結果を予

測し判断しながら、本市の未来を拓く事業を力強く前進させるとともに、多くの

市内外の皆様に本市を「推し」ていただけるよう、魅力や愛着を感じるまちづく

りに全力を注いでまいります。 

 

 人口減少・少子高齢化の進行は、社会保障や都市インフラの維持、地域経済の

活性化、地域コミュニティの担い手確保などに深刻な影響を及ぼしており、持続

可能な未来に向け、避けることができない課題であります。 

また、近年の物価高騰は、市民生活や企業活動などに打撃を与えているだけで

なく、大規模事業をはじめとした諸事業の実施に当たりましても、高い壁となり

立ちはだかっております。 

 



 

  

- 3 - 

 

 これらを解決し、乗り越えていくためには、行政の力だけではなく、多様な主

体の力を結集し、立ち向かっていくことが不可欠であります。 

このような「チーム富士市」が持つ突破力や推進力で、次代に繋がる全ての事

業を着実に前進させ、市民生活に豊かさを、企業活動に活力をもたらし、本市の

未来が明るいことを実感していただけるよう、信念、自信、希望を持ち市政運営

に臨んでまいります。 
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 新年度の市政運営に向けて 

 

それでは、新年度の市政運営について申し上げます。 

 

我が国の経済は、賃上げ、設備投資、株価などがいずれも３０年振りの高い水

準となっており、一部に足踏みがみられるものの、緩やかな回復基調にあります。 

国では、これを新たな成長型経済に移行していく好機と捉え、３０年間続いた

コストカット経済から脱却し、社会課題の解決に新たな官民連携で取り組むこと

により、賃上げと投資がけん引する「新しい資本主義」を実現し、国民に成果を

実感していただくとしております。 

 

本市におきましては、これまで「富士市デジタル田園都市総合戦略」に位置付

けた地方創生に向けた事業や、時代のニーズを捉え未来を拓く事業について、デ

ジタル技術及びデータを活用して展開するとともに、少子化対策に関連する取組

などを推し進めております。 

 

こうした中、私は、新年度を 

「輝く未来を拓く 生涯青春都市 富士市 突破の年」 

と位置付け、次の取組を重点的に実施し、「第六次富士市総合計画」のめざす都

市像の具現化に向け果敢に取り組んでまいります。 
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まず第１に、少子化対策に関連する取組であります。 

昨年の我が国の出生数は、７０万人台前半と推計され、８年連続で過去最少と

なる見通しであり、少子化が急激に進行しております。 

このような中、昨年の本市の出生数は１，４０７人にとどまり、１０年前に比

べ６６５人も減少しており、加速する少子化への対策は喫緊の課題として、市民、

事業者、行政が一丸となって取り組んでいかなければなりません。 

このため、妊娠・出産・子育てへの不安を取り除き、安心感をはぐくむ「みん

なで子育て」「預かるを充実」「家庭に寄り添う」「家計にやさしく」の４つの

テーマを幸福や希望などの意味を持つ四つ葉のクローバーにたとえ、それを育て

る大地となる「若者を応援」を加えた各種施策を「はぐくむＦＵＪＩこども未来

パッケージ」として展開し、私が先頭に立ち「チーム富士市」の力を結集して、

少子化に挑んでまいります。 

 

第２に、地方創生に向けた取組であります。 

富士山のふもとにあり、全国どこからでも訪れやすい本市の特長を活かし、ま

ちの魅力を高めるとともに、市内外の多くの方々と交流、連携していくことは、

本市の持続的な発展には欠くことのできないものであります。 

このため、令和７年４月に供用開始を予定する総合体育館の整備や、大学等と

の連携などに取り組む「交流の促進・にぎわいの創出」、富士駅北口の再整備や

シームレスな公共交通の実現などに取り組む「都市機能の高度化」を重点的に展

開してまいります。 
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第３に、時代のニーズを捉え、未来を拓く取組であります。 

人口減少や気候変動など、未来に影響を及ぼす諸課題に対し、本市が有する地

域資源を活かし、最大限の効果を発揮させる必要があります。 

このため、総合戦略において、地域ビジョンの実現に向けた総合的な取組に位

置付けた「デジタル変革」に関する取組、「ＳＤＧｓ未来都市」としての取組、

「ゼロカーボンシティ宣言」に関する取組の更なる推進を図ってまいります。 

 

これらに加え、市民の生命と日常の暮らしを守るため、これまで講じてきた対

策を更に深化させ、安全・安心な暮らしの確保に向けた取組に全力を尽くすこと

を決意いたしました。 

このため、改めて南海トラフ巨大地震などの自然災害において想定される震災

犠牲者「ゼロ」を目指すとともに、近年頻発化する豪雨などの自然災害への備え

を固め、危機管理体制の充実を図るなど、本市の更なる強靭化に向け取り組んで

まいります。 

また、本市の救急医療、高度医療の中核となる新病院の建設につきましては、

地域医療の最後の砦として、市民の皆様から厚く信頼いただける病院を少しでも

早く開院できるよう、着実に取り組んでまいります。 

 

以上の取組や新年度に予定している諸施策を、全ての職員と共に確固たる信念

と情熱を携え、積極果敢に展開することで、変化する時代においても、好循環が

構築され持続的に発展するまちの実現を目指してまいります。 
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施策の大要 

 

それでは、新年度の施策の大要につきまして、新規施策や主な事業を中心に、

「第六次富士市総合計画」に位置付けた７つの基本目標に沿ってご説明申し上げ

ます。 

 

第１に『安心できる暮らしを守るまち』を実現するための施策について申し上

げます。 

まず、地震対策の強化につきましては、令和７年度末の住宅耐震化率９５％の

目標達成に向け耐震改修を促進し、木造住宅の耐震補強を支援いたします。 

また、地震時における緊急輸送路や通学路の安全を確保するため、引き続き危

険なブロック塀等の所有者に対して撤去・改善を支援してまいります。 

さらに、多様な市民の防災意識の向上を図るため、乳幼児の親を対象とした講

座の内容等を充実させるとともに、外国人向けの講座を新たに外国人学校におい

ても開催いたします。 

豪雨等対策につきましては、国・県と連携し、引き続き、沖田地区などで実施

する総合的な治水対策を進めるとともに、富士早川や下堀等を整備するほか、間

門や水口
みのくち

などの急傾斜地崩壊対策を推進してまいります。 

また、浸水被害の軽減を図る新たな取組として、江尾地区へ緊急排水ポンプを

導入いたします。 

危機管理体制につきましては、富士山噴火時の避難行動について周知・啓発を

図るため、新たな「富士山火山防災マップ」を全戸配布し、順次説明会を開催い
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たします。 

また、昨年導入した防災アプリ「防災ふじ」について、多くの方に理解し利用

していただくため、地区防災会議などで周知を図るとともに、避難支援体制の構

築を促進するため、支援者の拡大、避難行動要支援者の登録促進に向け、自主防

災会などに対し、個別避難計画を簡単に作成できる機能などについても周知して

まいります。 

さらに、避難行動要支援者名簿を精査し、災害時において、真に支援が必要な

方を把握するとともに、同意をいただいた方の情報を地域へ提供し、日頃からの

見守り活動に活用することにより、確実に支援できる体制を構築してまいります。  

消防・救急・救助につきましては、大淵分署及び鷹岡分署の高規格救急自動車、

大淵分署の水槽付消防ポンプ自動車、南分署の化学消防自動車及び消防団第２５

分団の消防ポンプ自動車を更新するほか、消防活動用ドローン１機を追加配備い

たします。 

また、災害時における消防施設の機能を強化するため、吉永分署、富士見台分

署及び大淵分署に非常用電源設備を設置するとともに、消防指令センターに映像

通報システムを導入し、災害状況を早期に把握することで円滑で効果的な消防活

動の遂行に繋げてまいります。 

さらに、消防団員への出場指令をはじめとする業務を集約し、消防団活動の効

率化を図るため、消防団アプリを導入いたします。  

防犯につきましては、不審者等から児童の安全を確保するため、引き続き通学

路における防犯カメラ設置費用を補助するほか、防犯効果が期待できる場所など

へ、街頭防犯カメラを試験的に設置いたします。 
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安全・安心な消費生活の確保につきましては、市内企業の新人社員研修におい

て若者向けの出前講座を実施するほか、高齢者などの消費者被害を防止するため、

地域での見守りネットワークである「富士市消費者安全確保地域協議会」の活動

の充実を図ってまいります。 

また、暮らしに役立つ情報を発信する生活展が第５０回の節目を迎えることか

ら、消費生活に関する記念講演を開催いたします。 

地区まちづくり活動につきましては、須津地区及び松野地区を対象として、自

ら計画した事業に自由に活用することができる「富士市まちづくり活動推進一括

交付金制度」の試行導入を行うとともに、新たに指定管理者制度の導入を希望す

る地区を支援してまいります。 

また、天間まちづくりセンターのリニューアル工事を実施するほか、原田まち

づくりセンターのリニューアルに向けた実施設計や、今泉まちづくりセンター石

積擁壁の改修工事に向けた詳細設計を行います。 

男女共同参画につきましては、本年度開催した「富士市男女共同参画地区推進

員事業検討懇話会」の意見を踏まえ、地区推進員の選出方法や事業内容について

検討してまいります。 

また、女性活躍やワークライフバランスを推進するため、積極的な取組事例な

どを紹介する企業向け講座を新たに開催するとともに、引き続き女性デジタルス

キル習得講座などを実施してまいります。 

 

第２に『次代を担うひとを育むまち』を実現するための施策について申し上げ

ます。 
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まず、こども施策につきましては、子どもの権利を基盤に総合的な推進を図る

ため、「第三期富士市子ども・子育て支援事業計画」「はぐくむＦＵＪＩ少子化

対策プラン」「富士市子どもの未来サポートプラン」「第二次富士市子ども・若

者育成支援計画」を統合し、「（仮称）富士市こども総合計画」を策定いたしま

す。 

切れ目のない子育て支援の充実につきましては、妊産婦等が身近で相談できる

体制を強化するため、産前産後サポート事業において、伝法及び青葉台まちづく

りセンターを会場に加えるとともに、産後ケア事業の初回無料チケットを配付す

るなど、妊産婦が健やかな育児や生活ができるよう支援いたします。 

また、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、低所得世帯におけるこども医

療費自己負担金の無料化を実施するほか、幼稚園・保育園等における給食の主食

に係る費用を支援してまいります。 

さらに、乳幼児の子育てに係る経済的負担の軽減を図るため、国の子育て応援

金に上乗せして支給いたします。 

子育てしやすい環境の整備につきましては、令和７年度以降の放課後児童クラ

ブ運営事業者を選定するとともに、巡回支援員を増員し、引き続き各クラブの運

営状況等について助言指導を行ってまいります。 

また、公立保育園の民間移管の円滑化を図るため、引継ぎ共同保育を実施する

ほか、全ての子どもに対し、良質な成育環境を提供するため、親の就労要件を問

わず時間単位等で柔軟に利用できる「こども誰でも通園制度」を試行いたします。 

さらに、富士川第一幼稚園と岩淵保育園を複合化し、令和７年度に開園を予定

する「（仮称）富士川認定こども園」について、必要な改修を行うとともに、伝
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法地区において令和７年４月に開園を予定する私立認定こども園の施設整備や、

私立保育園などの大規模改修を支援いたします。 

子どもと家族の健康の保持・増進につきましては、妊婦の口腔衛生向上を図り、

早産、低体重児出産のリスクを低減するため、歯科健診を集団から個別方式に移

行し、健診料金の無料化を全妊婦に拡大して実施いたします。 

子どもの健やかな成長への支援につきましては、子どもが安心して過ごせる場

所を市内各所に拡大するため、支援や運営体制のあり方等について検討するとと

もに、子どもの居場所づくりの担い手を発掘し、人材を育成してまいります。 

また、妊産婦、子育て世帯、子どもへの一体的な相談支援体制の更なる充実を

図るため、本年４月から「子育て総合相談センター」等を「こども家庭センター」

として再編し、母子保健・児童福祉両分野の連携・協働を深めてまいります。 

若者の希望をかなえる支援につきましては、高等教育機関の誘致等に向け、地

域課題の解決を図る共同研究の実施や、学生等と市民の交流機会の創出により、

高等教育機関との更なる連携強化を図ってまいります。 

また、本市における大学等のフィールドワークを創出するため、中央図書館分

館に「（仮称）フィールドワークセンター」を開設するとともに、交通費の一部

を補助するなど、本市で活動する学生等を支援いたします。 

さらに、若い世代の交流や出会いの場を創出するため、青少年教育センター、

丸火自然公園、博物館等における交流事業を実施してまいります。 

加えて、結婚を希望する方に対しては、引き続き婚活パーティー「フジ・ラブ

ストーリー」を実施するとともに、「ふじのくに結婚応援協議会」が運営する「ふ

じのくに出会いサポートセンター」の登録料を全額助成してまいります。 
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青少年健全育成の推進につきましては、引き続き青少年体験交流事業「無限∞

のキズナ」を長野県伊那市を中心に実施してまいります。 

学校教育につきましては、新たに中学校６校に学校運営協議会を設置し、全て

の小中学校へコミュニティ・スクールの導入を完了させるとともに、目指す児童

生徒像を共有し、９年間の義務教育課程を切れ目なく編成する小中一貫教育を全

中学校区で実施いたします。 

また、特別支援教育等のサポート員を増員し、特別支援教育の更なる充実を 

図ってまいります。 

さらに、富士市立高等学校において、ＡＩを用いたテスト自動採点システムを

導入し、教員の働き方改革を進めるとともに、探究学習やキャリア教育の集大成

として行う海外探究研修を再開いたします。 

教育施設の整備につきましては、吉永第二小学校、吉原第三中学校、元吉原中

学校の屋内運動場のリニューアルや、大淵第一小学校などにおける校舎等の改修

を実施するとともに、岳陽中学校の武道場の建設工事に着手いたします。 

また、児童生徒の夏季の学習環境を改善するため、小中学校の対象となる特別

教室への空調設備の整備を完了いたします。 

社会教育の充実につきましては、多様な学習機会を子どもに提供するため、学

校や地域等と連携して、地区まちづくりセンター等を会場に「放課後子ども教室・

少年教育講座」を開催してまいります。 

文化財保存・活用の推進につきましては、「富士市文化財保存活用地域計画」

に基づき、市指定史跡千人塚古墳の保存整備工事及び発掘調査を実施いたしま

す。 
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また、国指定史跡浅間古墳においては、保存活用計画を策定するほか、周知を

図るための文化財シンポジウムを開催いたします。 

さらに、国登録有形文化財旧順天堂田中歯科医院の広見公園ふるさと村歴史ゾ

ーンへの移築復原に向け、建物調査や実施設計を行うとともに、国重要文化財古

谿荘の所有者である一般財団法人野間文化財団に対し、引き続き国・県と協調し

修復工事を支援してまいります。 

市民文化の振興につきましては、市展の出展数の増加を図るため、絵画の部の

開催に合わせ、デジタルアートの部を試験導入いたします。 

スポーツ施設の整備につきましては、総合体育館の令和７年４月供用開始に向

け、本体工事と運営準備を進めてまいります。 

また、砂山公園プールにおいて、民間活力を最大限活用し、サービスの向上と

コスト削減を図るため、新たな運営事業者選定に向けた準備を進めてまいります。 

さらに、富士総合運動公園内の施設において、本年９月に開催される天皇賜杯

第７９回全日本軟式野球大会に向け、スコアボードをフルカラーＬＥＤ方式に更

新するとともに、陸上競技場において、第２種公認の更新に係る改修工事に併せ、

メインスタンドの修繕及び夜間照明の設置に向けた調査を実施いたします。 

加えて、富士川体育館において、スケートボード愛好者が安全に楽しめるよう、

北側駐車場に各種セクションと夜間照明を設置するなど、スケートパークを整備

いたします。 

 

第３に『支え合い健やかに過ごせるまち』を実現するための施策について申し

上げます。 
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まず、中央病院につきましては、令和１３年度の新病院開院を目指し、敷地内

における現地建替を最優先候補として、基本構想及び基本計画の策定に着手いた

します。  

また、医療の質の向上と診療の効率化を図るため、電子カルテ等院内情報シス

テムを更新するとともに、医療連携体制の充実を図るため、脳神経外科・脳神経

内科を中心に、救急医療センターや救急隊等との間で患者の医療情報を共有する

アプリの運用を開始いたします。  

さらに、地域周産期母子医療センターにおいて、妊産婦の移動負担などの分娩

リスクを軽減し安全・安心な分娩環境を整備するため、周産期病棟に陣痛室・分

娩室・回復室が一体となったＬＤＲ室を新設いたします。 

救急医療につきましては、富士保健医療圏における救急受入困難事案、いわゆ

る６３０問題の改善を目指し、引き続き平日昼間に救急患者の受入可能な医療機

関の輪番体制を構築し、事業効果を検証してまいります。 

健康づくりにつきましては、市民の健康増進や将来の医療費抑制を図るため、

引き続き健康管理アプリを利用して市民のウォーキングを促すふじ健康ポイント

事業を実施してまいります。 

疾病予防につきましては、子宮頸がんの更なる予防を目指し、引き続きワクチ

ンのキャッチアップ接種を実施するなど、接種勧奨を行ってまいります。 

国民健康保険につきましては、特定健康診査の受診率が低い４０歳・５０歳代

被保険者の自己負担金を無料化し、受診しやすくすることで、生活習慣病の早期

発見と重症化予防を図ってまいります。 

包括的支援につきましては、人と人、人と地域がつながり合う地域共生社会を
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実現するため、既存の包括的相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援、ア

ウトリーチ等を通じた継続的支援に、新たに多機関協働による支援を加え、重層

的支援体制整備事業を実施いたします。 

高齢者支援につきましては、高齢者の生活を支える担い手として地区が養成し

た生活支援サポーターの活動を支援するとともに、高齢者の介護予防を効果的に

推進するため、運動機能向上に特化した短時間デイサービスを開始いたします。 

ユニバーサル就労につきましては、様々な働きづらさに対応するため、支援を

必要とする方が幅広い業種を選択できるよう、引き続きＢｅパレットふじなどの

関係機関と連携し、協力企業の開拓を進めるほか、テレワークの導入などにより

新しい働き方の創出を目指してまいります。 

 

第４に『豊かな環境を保ち継承するまち』を実現するための施策について申し

上げます。 

まず、気候変動対策につきましては、ゼロカーボンシティの実現に向け、「地

域脱炭素移行・再エネ推進交付金」を活用し、市民や中小企業者等に対する太陽

光発電設備導入などを支援してまいります。 

また、脱炭素に繋がる新しい国民運動「デコ活」の普及啓発を進め、将来の豊

かな暮らしを実現できるよう市民・消費者の行動変容を促すとともに、商工団体

や金融機関等と連携し、事業所等における二酸化炭素排出量の見える化を進めて

まいります。 

自然環境の保全・再生につきましては、本年９月に取得予定の南富士カントリ

ー倶楽部のゴルフ場用地において、「富士山麓の環境保全と共生ビジョン」に基づ



 

  

- 16 - 

 

き、自然の復元ゾーンの植林を行うとともに、自然との共生ゾーンの民間事業提

案を公募し、事業者を選定いたします。 

また、「生物多様性ふじ戦略」の中間見直しに着手し、重点プロジェクトに位

置付けた外来種の防除や、いきもの調査などを展開してまいります。 

ごみの減量化につきましては、循環型社会の実現を目指し、次期「富士市ごみ

処理基本計画」を策定するとともに、引き続き、古紙やプラスチック製容器包装

など、資源物の分別徹底の啓発を行うほか、食品ロス削減に向けた取組を実施し

てまいります。 

廃棄物適正処理の推進につきましては、新環境クリーンセンターへ家庭ごみを

持ち込む際の混雑を解消し、スムーズな受入れが可能となるよう、本年７月から

当日予約を可能とする完全予約制を導入いたします。 

また、災害発生時に迅速な対応ができる体制を整えるため、俵石スポーツ広場

を会場に災害廃棄物仮置場設営訓練を実施いたします。 

上水道事業につきましては、老朽管の更新や主要管路等の耐震化を計画的に進

めるほか、官民連携のもと、民間事業者の技術力などを活用し、有収率向上に取

り組んでまいります。 

また、水道配管設計ＣＡＤシステムを新たに導入し、設計業務の効率化を図る

とともに、富士中央配水池において、令和７年度の施設完成に向け、ポンプ棟建

築工事と電気・機械設備工事を実施いたします。 

簡易水道組合の統合につきましては、統合コストを算出するための給水装置調

査を浮島町簡易水道で行うほか、増川江尾簡易水道などへの配水管布設工事や吉

永配水池のさく井工事を実施するとともに、各組合における統合推進計画の策定



 

  

- 17 - 

 

などを支援してまいります。 

公共下水道事業につきましては、下水道施設の次期包括的民間委託に向け、施

設の維持管理と更新をより一体的に進める新たな官民連携方式であるウォーター

ＰＰＰ導入の準備を進めてまいります。 

また、引き続き、鷹岡、天間地区などにおいて管網整備を行うほか、管路更生

工事や老朽化が進む施設の更新改築を計画的に実施してまいります。 

さらに、東部浄化センターにおいて、ＰＰＡモデルによる太陽光発電を導入す

るとともに、西部浄化センターにおいては、下水汚泥燃料化に係る民間事業者と

の共同研究を継続し、下水道事業における脱炭素化の実現に繋げてまいります。  

 

第５に『活力を創り高めるまち』を実現するための施策について申し上げます。 

まず、新産業・成長産業への参入支援につきましては、脱炭素に寄与するもの

づくりを後押しするための補助制度を拡充するとともに、引き続き産学の連携や

異業種のマッチング等による、高付加価値で競争力の高い製品開発を支援いたし

ます。 

また、設立５周年を迎える富士市ＣＮＦプラットフォームにおいては、記念シ

ンポジウムを開催し、会員相互の連携を深化させるほか、デジタル技術を活用し

たオープンイノベーションによる共創や、社会実装に向けた取組を促進してまい

ります。 

さらに、県と連携した国際展示会の開催に向け、デジタルマーケティングを活

用するなど、ＣＮＦの用途開発の拡大や「ＣＮＦのまち」としての認知度向上を

図る取組を推進してまいります。   
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地場産業の振興につきましては、市内ものづくり企業の技術や製品を市内外に

広く発信するため、産業支援機関等と連携し、ものづくり力交流フェアを開催い

たします。 

また、次代のものづくり産業の担い手を育成するため、大学や企業等と連携し

たプログラミング教室など、子どもたちがデジタル技術に触れ、ＳＴＥＡＭ教育

にも繋がる機会を設けてまいります。 

企業誘致・留置につきましては、新設や増設などを行う企業に対し、速やかな

事業開始に向けた支援を行うとともに、新たな産業用地を確保するため、開発可

能性が高い候補地における土地利用転換の実現性について検討してまいります。 

まちなかのにぎわい創出につきましては、中心市街地において、お試し出店の

場を提供する空き店舗等活用促進事業を実施するほか、まちあそび人生ゲーム 

ｉｎ富士を開催いたします。 

市場機能の維持につきましては、岳南富士地方卸売市場の運営体制の強化を図

るため、関係者との協議を進めるとともに、引き続き富士中央青果株式会社のア

クションプランの進捗等を確認しながら支援・指導を実施してまいります。 

ふるさと納税につきましては、更なる寄附額増加に向け、本市ならではの返礼

品の開拓や効果的なＰＲを行うなど、戦略的な取組を展開してまいります。 

田子の浦港の賑わいづくりにつきましては、ふじのくに田子の浦みなと公園と

田子の浦港漁協食堂を繋ぐプロムナードゾーンの将来像を描くため、官民連携に

よる活用方法等の検討に取り組むとともに、漁網倉庫跡地等におけるイベントの

開催を支援する補助制度を創設いたします。 

また、ふじのくに田子の浦みなと公園において、イルミネーションを実施する
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など、プロムナードエリアの魅力の向上に取り組んでまいります。 

農業振興につきましては、富士のほうじ茶の認知度向上を図るため、引き続き

市内外でイベントを実施するほか、フランスにおける新たな販路拠点を確保する

など海外販路開拓を支援いたします。 

土地改良事業につきましては、富士川から農業用水を取水する施設である四ヶ

郷頭首工において、県と協調し修繕に必要な機能診断を行い、工法を検討してま

いります。 

また、農地中間管理事業を活用し、担い手農家への農地集積を推進するほか、

浮島地区の用排水施設の改修を支援してまいります。 

林業振興につきましては、森林資源の循環利用のため、国が運営するＪ－クレ

ジット制度のプロジェクト登録を申請するとともに、適切な管理が進んでいない

急傾斜地における森林整備を促進するため、「富士市造林事業補助金」の交付要件

を拡充し、森林作業道の開設を支援いたします。 

また、富士ヒノキや製品ブランド「ＦＵＪＩ ＨＩＮＯＫＩ ＭＡＤＥ」の利

用促進・販路開拓を図るため、今後の戦略的な事業展開を示すロードマップを策

定するとともに、引き続き、ハウスメーカーなどの民間企業へのアプローチを積

極的に行うほか、富士駅北口再整備の公益施設における富士市産木材の活用に向

け検討してまいります。 

さらに、林業に携わる人材の育成や新規就業者の安定的な確保のため、仮想空

間で木を伐採できる「ＶＲ林業体験」を市主催イベント等において実施するほか、

引き続き県立農林環境専門職大学と連携を図ってまいります。 

中小企業等振興につきましては、Ｂｅパレットふじにおいて、引き続き他の産
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業支援機関と連携し、市内事業者等の課題解決や起業・創業、スタートアップ企

業の更なる育成など様々な支援を行うほか、新たに課題設定型の伴走支援を展開

し、企業の経営力向上に繋げてまいります。 

ＤＸ・テレワークの推進につきましては、ＢｅパレットふじにＤＸ・テレワー

ク推進センターとしての機能を付加するとともに、首都圏から新富士駅シェアオ

フィスに進出した企業等と連携し、中小企業等における人材確保に向け、採用方

法のデジタル化を支援いたします。 

また、中小企業等におけるテレワークを含む多様な働き方を促進するため、職

場のフリーアドレス化に対する補助制度を創設いたします。 

雇用及び就労への支援につきましては、人材アシストＵ－３０の制度を拡充し、

企業による代理返還を可能とするほか、日本学生支援機構以外の奨学金も補助対

象といたします。 

また、引き続き学生と企業が交流できるイベントやハローワーク富士と連携し

た就職面接会を実施するなど、中小企業等の人材確保に繋げてまいります。  

 

第６に『魅力を活かし人と人を繋ぐまち』を実現するための施策について申し

上げます。 

まず、観光振興につきましては、本市の魅力発信と地域資源を活かした誘客促

進を図るため、次期「富士市観光基本計画」を策定いたします。 

富士山活用の推進につきましては、大淵笹場において、季節や天候等にかかわ

らずいつでも富士山の眺望を楽しむことができるよう、富士山を背景とした写真

撮影を可能とするカメラシステムや展望デッキなどを整備いたします。 



 

  

- 21 - 

 

観光資源の活用につきましては、市民が主体となって企画・運営する富士まつ

りの開催に向け、各種団体等との更なる連携のもと、新たな体制で取り組んでま

いります。 

また、旧藤田邸の利活用に向け、現在行っている実証事業の結果を踏まえ、飲

食や物販事業の展開に必要な改修工事を実施いたします。 

観光インフラの整備につきましては、富士川楽座において、体験館どんぶらの

リニューアルに向けた整備方針を検討してまいります。 

シティプロモーションの推進につきましては、次代を担う高校生が、本市の魅

力や課題を認知し、まちづくりへの理解と共感を深めるため、学習に取り組んだ

成果の発表の場として、本市独自の「（仮称）いただきへのはじまり 富士市高校

生議会」を開催いたします。 

また、シティプロモーションキャラクター「さもにゃん」の着ぐるみや「ふじ

がちゃ」を様々な事業に活用するなど、本市の魅力と愛着を感じていただく機会

を創出してまいります。 

さらに、本市で子育てすることの魅力や楽しみなどを伝えるＳＮＳ向けのＣＭ

を制作し、子育て世代やこれからの未来を築く皆様に発信してまいります。 

移住定住につきましては、進学・就職などにより県外に転出した本市出身者を

対象に、出産や就園・就学などの節目でのＵターンを促進するため、住居の移転

や新生活にかかる費用の負担軽減を図る補助制度を創設いたします。 

また、テレワークの普及に伴い、東京圏からの移住者に限っていた「先導的テ

レワーク移住者支援補助金」の交付要件を、県外からの移住者に拡充いたします。 

さらに、引き続き、移住相談会、交流イベントの開催や、移住定住者の受け皿
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づくり等支援事業を実施することにより、地域全体で移住を応援する環境づくり

を進めるとともに、市内外の大学生等を対象としたワークシェアの社会実装を支

援することにより、大学生等が本市で活動する機会を創出してまいります。 

スポーツ交流につきましては、関係団体等との調整を図り、スポーツによる地

方創生・まちづくりを推進する組織であるスポーツコミッション設置に向けた可

能性調査を実施いたします。 

また、ふじさんめっせにおいて国内で初めてランバイクの世界選手権が開催さ

れることから、国内外の参加者に対する本市ならではの記念品贈呈などのおもて

なしにより、大会を盛り上げてまいります。 

国際交流につきましては、中国嘉興市との友好都市提携が３５周年を迎えるこ

とから、記念式典等を本市で行うとともに、姉妹都市である米国オーシャンサイ

ド市へ少年親善使節団の派遣を５年ぶりに再開し、両市の交流の絆を深めてまい

ります。 

また、東京２０２０オリンピック・パラリンピックレガシーの一環として、静

岡招待スプリント選手権水泳競技大会へスイスの代表選手を招聘いたします。 

さらに、本年５月に神戸市で行われる世界パラ陸上競技選手権大会に出場する

ラトビアの代表選手の事前合宿を受け入れるとともに、今後の更なる交流を推進

するため、本年夏に私自らラトビアのクルディーガ市を訪問いたします。 

 

第７に『快適な暮らしを続けられるまち』を実現するための施策について申し

上げます。 

まず、都市計画につきましては、デジタル都市データを活用し、現況の用途地
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域と建築物の立地状況や、人口・産業の動向等に関する分析を行い、用途地域の

見直し等に向けた検証を進めてまいります。 

また、南海トラフ巨大地震等の災害が発生した際に速やかな復興を図るため、

「富士市立地適正化計画」に位置付ける誘導区域や防災指針等を踏まえ、「富士市

事前都市復興計画」を改定いたします。 

土砂等の埋立てにつきましては、引き続き、定期パトロールの実施や、監視カ

メラ及びドローンの活用により既存の盛土状況等を監視し、新たな違反行為を防

止するとともに、県と連携し、不適正な埋立て土砂を撤去するよう、違反事業者

に対して粘り強く指導してまいります。 

市街地整備につきましては、富士駅北口の再整備を推進するため、再開発事業

が本格化する組合に対して、再開発ビルの実施設計や権利変換に関わる手続など

の支援を行ってまいります。 

また、駅前広場上空を活用し整備する公益施設の基本設計を実施するとともに、

ブックアンドカフェやものづくりＳＴＥＡＭラボ等の開設に向けた準備を進めて

まいります。 

さらに、居心地が良く歩きたくなるまちなかを創出するため、引き続き社会実

験エキキタテラスを官民協働で開催いたします。 

土地区画整理事業につきましては、新富士駅南地区において、柳島公園東側周

辺街区の集団移転に着手し、計画的かつ集中的な基盤整備を行うほか、駅前商業

地域の土地の高度利用促進に向けて取り組んでまいります。 

空き家対策につきましては、適正に管理されていない空き家を管理不全空家等

として認定し、空き家所有者への助言・指導等に取り組むとともに、引き続き空
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き家問題を自分ゴトとして考えていただくよう周知・啓発を進め、空き家の発生

予防や適正管理・除却、利活用を促進してまいります。 

公共交通につきましては、昨年７月に設立した「ふじＭａａＳ推進協議会」が

主催するセミナーやビジネスマッチング等の活動を通して、官民連携のもと  

ＭａａＳの取組を推進してまいります。 

また、今月１日から開始したＡＩオンデマンド交通「のるーとふじ」の運行を

継続するとともに、既存路線へのシステム導入を促進してまいります。 

さらに、自動運転バスの市内公道での実証運行を行うとともに、新富士駅・富

士駅間への導入に向け、需要予測や想定ルート等を把握するための基礎調査を実

施いたします。 

加えて、「富士駅周辺地区バリアフリー基本構想」に基づき、ＪＲ東海が行う

富士川駅のバリアフリー化事業に対し支援してまいります。 

道路整備につきましては、富士川かりがね橋の受入道路である五味島岩本線

「青葉かりがね通り」や、新東名高速道路へのアクセス道路である本市場大渕線

の早期完成に向け、引き続き取り組んでまいります。 

また、自転車利用者が安全・安心で快適に走行できる環境を計画的に整備する

ため、「富士市自転車通行空間ネットワーク計画」の策定に着手いたします。 

さらに、国道１３９号西富士道路へのインターチェンジ新設に向け、国や県と

具体的な協議を進めるため、測量及び予備検討を実施いたします。 

美しい景観の保全・創出につきましては、昨年７月に実施した屋外広告物の実

態調査において、不適切な事例が多くみられた結果などを踏まえ、適正化に向け

て指導を強化し、富士山の眺望と調和する良好な都市景観の形成を図ってまいり
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ます。 

公園・緑地につきましては、引き続き富士川左岸緑地や比奈公園のほか、新富

士インターチェンジ周辺地区土地区画整理区域内の公園を整備してまいります。 

また、緑を取り巻く環境変化への対応のほか、グリーンインフラや生物多様性

など、新たな視点を取り入れた緑化施策の方針を定めるため、「富士市緑の基本計

画」の改定に着手いたします。 

安心で快適な住宅の確保につきましては、「富士市マンション管理適正化推進

計画」に基づき、実態調査の実施やマンション管理士の派遣による組合立ち上げ

支援に取り組むとともに、引き続き在宅テレワークに対応するリフォーム及び多

世代の同居・近居のための住宅取得等を補助してまいります。 

また、市営住宅においては、富士見台団地Ｃ棟のエレベーター設置に向け、入

居者の移転などを進めるほか、県住宅供給公社と連携し、適切な維持管理に取り

組んでまいります。 

 

以上の各基本目標の施策、事業を展開し、めざす都市像の実現を図るに当たり、

「ＳＤＧｓの達成に向けた取組」と「デジタル変革を加速する取組」を推進して

まいります。 

 ＳＤＧｓの達成に向けた取組につきましては、ＳＤＧｓの普及・啓発を図るた

め、小中学校の総合学習等におけるＳＤＧｓ学習への支援を拡大するとともに、

ＳＤＧｓ共想・共創プラットフォームにおいて、大学生などによる取材を通じ、

推進企業等の取組を広く発信いたします。 

また、「富士市ＳＤＧｓプロジェクトエッグ応援補助金」により、フィンラン
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ドで行われている職業体験学習を参考とした新たなキャリア教育プログラムの試

行を支援するとともに、引き続き市民や事業者のＳＤＧｓ活動を後押ししてまい

ります。 

 さらに、行政課題事項に対する事業者等からの協働提案に基づき、高齢者向け

公共交通回数券の段階的なデジタル化事業を展開するなど、引き続き行政課題の

解決を図ってまいります。 

 デジタル変革を加速する取組につきましては、官民がオープンなデータを利活

用できる環境の構築に向け、本市が保有する多種多様なデータを分析、可視化す

るツールを導入し、政策立案などに活用していくとともに、市民や事業者が利用

できるよう公開してまいります。 

 また、国が進める自治体情報システム標準化・共通化への対応や、富士宮市と

の共同電算システムの更新を着実に進めてまいります。 

  

次に、総合計画を横断的に推進するため、「質が高く柔軟な行政経営」と「持

続可能な財政運営」に位置付けた取組を着実に実施することにより、限られた経

営資源を効果的かつ効率的に活用し、財政の健全性を維持してまいります。 

質が高く柔軟な行政経営につきましては、執務環境の整備や業務の効率化を図

るため、フリーアドレスの導入部署を拡大するとともに、来庁者が分かりやすく、

利用しやすい市庁舎とするため、引き続き庁舎レイアウトの変更を行ってまいり

ます。 

また、持続可能な土木行政の実現に向け、有為な人材の積極的な確保に努める

とともに、本年度策定する「富士市土木技術職員人材育成計画」に基づき、職員
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の更なる能力向上と技術力を有する人材の育成に取り組んでまいります。 

持続可能な財政運営につきましては、今後の厳しい財政状況や少子化、人口減

少等、公共施設を取り巻く状況の変化に対応するため、施設の効率的、効果的な

整備や総合的な管理運営を行う基本的な指針である「富士市公共施設マネジメン

ト基本方針」の見直しに着手いたします。 

また、公金取扱業務において、デジタル技術を活用した公金収納を更に推し進

めるため、市税等の口座振替利用促進について検討してまいります。 

さらに、公共料金の支払において、振込手数料の削減や支払事務の効率化を図

る公共料金明細事前通知サービスを新たに導入するほか、公共施設の予約におい

て、小中学校屋内運動場などを対象に、予約から支払までの手続をオンラインで

可能とするシステムに更新いたします。 

 

続きまして、新年度の執行体制について申し上げます。 

変化する社会経済情勢に的確に対応するとともに、「第六次富士市総合計画」

に位置付けた各施策を着実に推進していくため、組織の改正を行ってまいります。 

まず、福祉部におきましては、福祉部が所掌する指導監査及びこども未来部が

所掌する業務のうちの教育・保育施設に係る指導監査を一元化し、より適正で効

果的な指導監査に繋げるため、福祉総務課内に「福祉指導室」を設置いたします。 

環境部におきましては、簡易水道事業の市水道事業への統合を推進するため、

環境総務課内に「簡易水道統合推進室」を設置いたします。 

産業交流部におきましては、交流推進関連業務の機動力の向上及び意思決定の

迅速化を図るため、交流観光課内に「交流推進室」を設置いたします。 
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中央病院におきましては、新病院建設事業の執行体制を充実強化するため、院

長直属の「新病院建設準備室」を設置いたします。 

 

以上申し上げてまいりました各施策、事業を実行するため、 

令和６年度当初予算は、 

一般会計 １，０１８億円 

特別会計   ５３８億５，２６０万円 

企業会計   ３８０億５，６３０万円 

総計   １，９３７億  ８９０万円 となりました。 

一般会計につきましては、総合体育館建設や富士駅北口再整備に係る事業費の

増などにより、前年度と比較して９５億円、１０．３％の増で、過去最大の予算

規模となります。 

歳入については、市税が、個人市民税の定額減税により減収となりますが、減

税分は全額、特例交付金として補 されます。また、大規模事業の実施により、

市債や国庫補助金の大幅な増加を見込んでおります。 

一方、歳出においては、高齢化の進行に伴う社会保障、医療関係経費の増嵩、

老朽化が進む公共施設の改修にも多額の経費を要するなど、依然厳しい財政状況

下での予算編成でありました。 

このため、業務活動レビューの実施による歳出削減を確実に実行するとともに、

全ての事務事業を対象とした成果・効果に基づく検証の徹底により財源を捻出し、

「生涯青春都市 富士市」の実現に向け、少子化対策に関連する取組などに重点

を置き、予算編成を行ったものであります。 
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むすび 

 

以上、私の市政運営における所信の一端と新年度の施策の大要について申し上

げました。 

 

世界中を震撼させた新型コロナウイルス感染症のパンデミックはもとより、ロ

シアによるウクライナ侵攻や中東地域における紛争、能登半島地震等の大規模な

自然災害など、生命の尊さや、当たり前に過ごしていた日常の有難さを痛感させ

られる重大な事象が国内外で相次いでおります。 

また、「我が国が直面する最大の危機」である少子化は、かけがえのない「命」

をどのように次代に繋いでいくか、私たちに問いかけております。 

市民の皆様の安全・安心を確保し、大切な命を守り、育んでいくことは、市政

運営の根幹をなすものであります。 

このことを肝に銘じ、急激な社会情勢や環境の変化に適応しながら、多様な主

体の皆様と一丸となって、持続可能な本市の未来を拓く取組を着実に実施してま

いります。 

 

何卒、議員各位をはじめ、市民の皆様のより一層のご理解とご協力をお願い申

し上げます。 

本定例会に提案いたしました各会計予算案をはじめ、全ての提案について、十

分なるご審議を賜り、議決をいただきますようお願い申し上げまして、私の施政

方針といたします。 


